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燃料デブリ取出しに伴い発生する廃棄物とフッ素を反応させて核燃料物質と核燃料物質が分離された廃棄物

とに合理的に分別する方法を開発する。研究開発の狙いと概略内容を報告する。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所（1F）の燃料デブリ取出しに伴い発生する廃棄物の合理的な分別に向けて、廃棄物

とフッ素を反応させて核燃料物質を選択的に揮発させて分離する方法を開発する。本方法を適用し、廃棄物

を核燃料物質と核燃料物質が分離された廃棄物とに合理的に分別することにより、燃料デブリ取出し後の廃

棄物の管理の負荷軽減・容易化が可能と考えられる。また、核燃料物質を分離することで核燃料物質の定量

精度が向上し、計量管理の負荷軽減・容易化も可能と考えられる。 

 

2. フッ化による分別プロセス 

フッ化による廃棄物の分別フローを図 1 に示す。本方法では、廃棄物をフッ素と反応させて核燃料物質で

ある U と Pu を六フッ化物としてフッ化揮発し、核分裂生成物（FP）、被覆管や構造材（Zr や Fe 等）、コン

クリート成分（Ca や Al 等）から分離する。フッ化揮発した U や Pu は、コールドトラップにより回収した

後、高温加水分解法で酸化物に転換する。固体の残渣フッ化物についても同様に高温加水分解法により酸化

物に転換する。最終的に安定かつ硝酸に溶解可能な酸化物とすることで、長期保管及び再処理、ガラス固化、

最終処分等のシナリオに適応しやすくなる。 

 

3. 開発計画 

核燃料物質は、炉内燃料デブリ（コリウム）もしくは炉心溶融物-コンクリート相互作用（MCCI）で生成し

たデブリ（MCCI 生成物）として廃棄物に含まれると考えられる。したがって、この両者についてフッ化挙

動を明らかにすることが重要である。前回公募採択事業[1]ではコリウム成分のフッ化挙動を明らかにした。

本研究では、MCCI 生成物を対象としてフッ化挙動を明らかにする。具体的には、MCCI 生成物の模擬物質

およびチェルノブイリの実デブリのフッ化試験を行い、フッ化挙動を実験により把握し、核燃料物質の分離

可否を評価する。また、シミュレーションコードを作成し、フッ化プロセスを検討・構築する。上記を通じ

て、廃棄物を核燃料物質と核燃料物質が分離された廃棄物とに合理的に分別する方法を検討する。 
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図 1 フッ化による廃棄物の分別フロー 
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